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不具合の内容 

運転席エアバッグのインフレータ(膨張装置)の製造過程において、ガス発生剤の湿度管理が不適切なため、ガス膨

張剤に湿気を含んだ状態で封入されたものがある。そのため、大きな温度変化を繰り返すと、ガス発生剤の劣化を

助長し、エアバッグ展開時に想定以上の膨張力が発生しインフレータ容器が破損するおそれがある。 

 

 

改善措置の内容 

全車両、運転席用エアバッグインフレータを良品と交換する。 

 

 

 

 

識別：キャンペーンステッカーに「69X3、日付（西暦・月・日の順）ワークショップスタンプ」を記入し、スペア

タイヤ収納部左側面に貼りつける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は、交換する部品を示す 

 

インフレータ 
運転席エアバッグユニット 


